
スタンドやパソコンのコードを通す曲線状の隙間
壁際に置いた場合でもコードが表に出ずスッキリ

飽きのこないシンプルなデザイン

スタンドやパソコンのコードを通す曲線状の隙間
壁際に置いた場合でもコードが表に出ずスッキリ

飽きのこないシンプルなデザイン

ダイニングテーブルとして家事や PC、学習デスクとして

数台並べても綺麗なデザイン

人の手や目に多く触れる天板は、
ヒノキ無垢（接ぎ）とする。

脚は、ガタツキを抑えるため
変形の少ない集成材とする。

(※)　OSBの面内せん断強度は、構造用合板の 2～3倍であり、北米では住宅用の梁 (I ビーム ) として一般的に用いられるほど。
　　  参考：APAエンジニアードウッド協会　http://osbpanel.org/support_faq.php

建築でのOSB梁のイメージ

裏となる幕板は、安価なOSBを使用。
面内せん断強度に優れるため (※)、

強度的にも幕板に適す。
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間伐

間伐材断面

小径材、低品質材多し
↓

チップ、ストランドボード利用

Ex. OSB
・個性的な表情
・せん断強度が高い
・水に弱い
・集成材より安価

Ex. ヒノキ集成材
・香りが良い
・無垢に比べ変形が少ない
・安定した強度が得られる
・無垢より安価

Ex. ヒノキ無垢
・香りが良い
・化粧として最良
・集成材に比べ変形が大きい
・価格が高い

中径材、中品質
↓

集成材利用

大径材、高品質材多し
↓

無垢材利用

間伐 間伐

　まず、林業の持続なくして木家具の『100 年』はありえないと思っています。そしてその
問いに対し、本案では間伐材を活用するという最もスタンダードな選択をしています。しかし、
その選択をコンセプトおよびデザインとして最もピュアに打ち出すことができた時、ほかの
どの選択よりも太く長く強い、最も刺激的な選択になり得ると考えています。

　KANBATSU FURNITURE は、本伐までに数回行われる間伐の、各段階によって間伐材
を３種類に分類し、それをすべて利用する『間伐という行為そのものを体現した家具』とい
う点でユニークなものとなっています。それは単に意匠的な新しさだけを狙ったものではな
く、その根幹には、消費者が生活で使用する家具を通して、間伐という行為や林業を身近に
感じてもらい、林業の活性化につながる契機となるような、アイコン的プロダクトとしての
可能性に対する意識があります。

　そのような立ち位置であることから、KANBATSU FURNITURE は、緻密なプロモーショ
ンによるブランディングが不可欠であると考えています。例えば、Facebook や Twitter な
どのソーシャルメディア、プロモーションビデオ、スマートフォンのアプリなど開かれたツー
ルを既存メディアともあわせて相互連携的に活用し、将来的なシリーズ化や家具以外のプロ
ダクト化、海外進出なども含めて見据える必要があるように思います。このような戦略に基
づき間伐材の消費量を増やすこと、それこそが、森を、林業を、地場産業を、日本を元気に
することにつながり、木家具のみならず、私たちの 100 年後の暮らしを創っていくのだろう
と思います。

　上図からわかることは、KANBATSU FURNITURE の成果が、森林の保全、林業の促進、それに伴う地方産業
の促進などに深く影響を及ぼすということです。その一方で、WEB やソーシャルメディアなどの普及により、小
売は、よりグローバルな展開が可能となってきています。そのグローバルな関係を積極的に構築することは、衰退
するローカルに活気を呼び込み、地方再生に貢献することにも繋がります。

・QuickTime VR 技術を利用し、手元
でプロダクトを指で回転させ、360°ど
こからでも見ることができるアプリを無
料配信する。気になる家具をその場で
触っているような感覚になれ、消費者の
イメージが掴み易くなることで、信頼性
が増し、販売に結びつき易くなる。

・クールなプロモーションビデオ
（PV）を配信することで、静止画で
は不可能なイメージ戦略を計る。一
度つくってしまえば、イベントなど
様々な場面で使用することができる。

・いち早くシンプルに情報を発信する
ためのメディアとして利用する。たま
に小話や間伐ウンチクなどのエンター
テインメント性も取り入れる。

グローバル ローカル

林業家 製材所

木工所

森林

店頭
WEB
海外

製材

造作

林業や間伐に対する関心・意識向上

間伐

収益

収益

情報

収益

製作

一部保全費へ
収益 材料

消費者 （マーケット）

小売

KANBAT SU
FURN ITURE

ブランディング

・Twitter ・Facebook のページ

・PV配信 （YouTube など利用）・スマートフォンアプリ

・あらゆるメディアを活用することで、
ショッピングサイトへのアクセス数を増
やす。

・ショッピングサイト

無料で更新が容易、twitter などの
外部ツールとの連携の良さ、消費
者の興味を把握しやすい仕組みな
どから、フェイスブックのページ
を情報母体として活用する。

・その後の展開例１：KANBATSU FURNITURE のシリーズ化

・その後の展開例２：新ライン KANBATSU PRODUCT の開発

・その後の展開例３：海外展開

　国内以上に、海外で受け入れられる可能性も考えられる。
　“KANBATSU” と横文字表記することで、“間伐” そのものをブランドネームとして波及させやすい。

・その後の展開例４：ワークショップなどを通した林業と間伐材製品の啓蒙活動

　親子やカップルなどを対象に３種の間伐材を組み合わせた簡単な家具づくりのワークショップを通し、
　間伐材について学びながら楽しめる機会を設ける。同時に自社製品の品質や取組などをアピールする。

　以上に基づく KANBATSU FURNITURE の消費拡大は、間伐を促進させ、森の保全・育成により、
良質な国産材の生産につながるサイクルを生みます。それは、国内における 100 年、さらにそれ
以後の良質な木家具および木家具デザインの下地となる環境が担保されることを意味しています。
その視点から捉えれば、KANBATSU FURNITURE は、『間伐を体現する家具』という明快なコ
ンセプトに基づく、今日的でかつてない家具であるといえるのではないでしょうか。
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K AN B A T S U  F U R N I T U R E  

1. 経済サイクルにおけるプロジェクトの位置づけ0. コンセプト 2. KANBATSU FURNITURE について１　／　間伐の各段階で得られる３種の材料を１つの家具に用いる

5. グローバルツールを連携させたブランディング展開例4. KANBATSU FURNITURE について 3　／　汎用性の高いシンプルで現代的なデザイン

3. KANBATSU FURNITURE について２　／　３種の間伐材を適材適所に利用する

6. その後の展開



K AN B A T S U  F U R N I T U R E  

側面図 正面図

上面図
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